
◎ SNSを利用して参加者の交流を予定しています。　◎ 本事業終了後、参加者に東京ウィメンズプラザからのご案内をお送りすることがあります。
◎ 本事業の実施状況を画像・文書等で記録し、それらを東京ウィメンズプラザのウェブサイトや報告書等で公表することがあります。
◎ 本申込みにあたり提供された個人情報は、本事業の運営目的のみに使用し、他の目的で使用されることはありません。

① お名前

② 年齢

④ 連絡先

⑤  　□ 都内在住　　□ 都内在勤
　（当てはまる箇所にチェック印をつけてください）

⑥ 応募した理由をお聞かせください。 ⑦ 講師に質問したいことがありましたら、ご記入ください。

ふりがな

Eメール： 

電話番号：

③ お子様の年齢
第1子 　　　第２子　　　　第3子

（　　　）歳　（　　　）歳　（　　　）歳歳

申込締切日　平成28年9月26日（月）

http://fathering.jp/tokyo-womens-plaza
または右のQRコードよりお申込みください。

下記の①～⑨を明記の上、

03-5467-1977 にお申込みください。

申込方法

インターネット　の場合 FAX　　 の場合

申込フォーム

※定員を超える申込みがあった場合の抽選結果および当選者への受講案内は
　9月末までに事務局（gyoumu@fathering.jp）よりメールでご連絡いたします

□ プレパパ（妻が出産予定の方）

⑨ 何を見て知りましたか？ □ チラシ（入手先　　　　　　　　　  　　） □ 広報東京都
□ 東京ウィメンズプラザSNS   □ 東京ウィメンズプラザＨＰ
□ ファザーリングジャパンのHP・フェイスブック　 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑧ 参加希望回　　　 □ 全5回参加　 　□ 第1回　 　□ 第2回　 　□ 第3回　 　□ 第4回　 　□ 第5回　　　　

大阪教育大学教育学部教員養成課程家政教育講座(保育学)准教授
兵庫県西宮市初の男性保育士として施設・保育所に１２年勤務。3人
の男の子それぞれに育児休暇を取得。それらの体験を基に「父親の
育児支援」研究を始める。テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等にて積極的
に発信を行う。専門は、保育学、児童福祉学、子育て支援など。
2015年読売新聞で「ともに歩む」のコラム執筆。NPO法人ファザー
リングジャパン顧問、NPO法人ファザーリング・ジャパン関西理事、
顧問。兵庫県子ども子育て会議委員。兵庫県男女共同参画委員等。

子供との関わり方を探求しよう 男性の育児参画が
経済成長に繋がるわけ

経営者から見た
男性の育児参画

サイボウズ株式会社代表取締役社長
大阪大学工学部情報システム工学科卒業後、松下電工（現 パナソ
ニック）を経て、1997年愛媛県松山市でサイボウズを設立。社内
のワークスタイル変革を推進し離職率を6分の1に低減するととも
に、3児の父として3度の育児休暇を取得。また2011年から事業
のクラウド化を進め、有料契約社は13,000社を超える。総務省ワー
クスタイル変革プロジェクトの外部アドバイザーやCSAJ（一般社
団法人コンピュータソフトウェア協会）の副会長を務める。

株式会社東レ経営研究所　ダイバーシティ＆ワークライフバランス推
進部　上席シニアコンサルタント
2011年、育児と介護を同時経験したことを契機に、日本における
ワークライフバランス推進を本業にするため転職し現在に至る。企業・
労組・自治体などに対し、人財開発に関する講演・ワークショップ・コ
ンサルティングを実施。2012年よりNPO法人ファザーリング・ジャ
パン理事に就任。3児の父親でそれぞれで育休を取得。男性の育児
家事参画、子供子育て支援にも明るい。

子供が憧れる理想の夫婦に
なるために（夫婦参加可）※託児あり

たたかない子育てとは？
（夫婦参加可）※託児あり

ロジカル・ペアレンティングLLP代表
米国にて言語教育に従事した後、日米で出産と子育てを経験。
2008 年に帰国、翌年独立。企業、自治体、教育機関において、
夫婦向けセミナー、両立支援セミナー、配偶者向けセミナー、育
休前・復帰前セミナー等の講師を多数務める。プライベートでは、
九州男児の妻、３人の男児の母。

育児情報誌miku 編集長、子育てアドバイザー
子育て支援を中心に編集・執筆・講演を続けながら、児童虐待防
止と、笑っているパパを増やすべくNPO活動も行う。ＮＰＯ法人ファ
ザーリング・ジャパン理事マザーリングプロジェクトリーダー、ＮＰＯ
法人タイガーマスク基金理事、ＮＰＯ法人児童虐待防止全国ネット
ワーク理事ほか。3児の母。

イキメンになろう！
パパ友ネットワーク交流会

13:30-16:0012/23（金・祝）

「パパの育児応援塾」の今年度・昨年度の参加者とそのご家族、
地域のパパサークルが集合して交流会を開催します。
（※交流会のみの申込みはできません）

18:30-20:40
10/12（水）1 2

3 4

5

18:30-20:40
10/28（金）

18:30-20:40
11/18（金）

13:30-15:40
12/3（土）

13:30-15:40
12/17（土）

プログラム PROGRAM

青野慶久

塚越学小崎恭弘

林田香織

高祖常子

の育児応援塾の育児応援塾～実践編～
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